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※１：前処理及び測定方法の予定を別紙に示す。

受け入れたALPS処理水の試料は、核燃料物質使用許可の「1F汚染物」として使用する。※２

※２：第4研究棟においてH28.4.28に1F汚染物の許可を
取得。
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核種
前処理 測定

場所・設備（目的番号） 処理方法 場所 分析装置（目的番号）

Cs-134

203AB号室フード（６－１）、
313C号室フード（８－１）

試料を分取する。

311号室

γスペクトロメータ（８－１）
Cs-137

Co-60

Sb-125

Sr-90

(Y-90) 抽出クロマトグラフィーにより分離後、溶液試料
を調整する。

液体シンチレーションカウンタ（８－１）

Tc-99

I-129 203AB号室フード（６－１） 固相抽出により分離後、溶液試料を調整する。 203AB室 ICP質量分析装置（６－１）

Ru-106

(Rh-106)
203AB号室フード（６－１）、
313C号室フード（８－１）

試料を分取する。

311号室

γスペクトロメータ（８－１）

H-3
蒸留又は燃焼法により分離後、溶液試料を調整
する。

液体シンチレーションカウンタ（８－１）
C-14

ガス追気法又は燃焼法により分離後、溶液試料
を調整する。

核種
前処理 測定

場所・設備（目的番号） 処理方法 場所 分析装置（目的番号）

Cl-36

203AB号室フード（６－１）

沈殿法や固相抽出等により分離後、沈殿をろ紙
で捕集する。

205A号室

β線スペクトルメータ（６－１）

Fe-55 試料を分取する。 Ge半導体検出器（６－１）

Se-79
沈殿法や抽出クロマトグラフィー等により分離
後、沈殿をろ紙で捕集する。

β線スペクトルメータ（６－１）

【既許可装置による測定】※

沈殿法による分離を予定しているβ線放出核種（Cl-36、Se-79）及び低エネルギーγ線放出核種（Fe-55）
については、既許可の装置では精度の高い測定が困難なことから、以下の分析装置を追加して測定を行う。

【追加装置による測定】※

測定対象１３核種の前処理及び測定予定

ALPS処理水に関して第４研究棟で測定予定の１３核種について、予定している前処理及び測定の方法を以下
に示す。

別紙

※ 前処理を行うフードは全て既許可。


